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ルギーの電子構造"とは､各原子軌道のエネルギー (Eか Ep､･･)､原子軌道間の移動積分 (i)､

































































































































妄pJ芸禦 dLJ/､ImE(k,LJ)-一三pJ芸 Re∑(k,W')-Re∑(k,FL)LJ-LJI dw/oこの関係は､系の微視的な
性質 (絶縁体か､金属かなど)に関わらず満足されなければならない｡












? ???????? ? ??㌢ ? ?
l t lサテライト l l準粒子ビ-ク~サテライトI一 一
2 l l le?k ! !. li-----__∫
024一一一一一一--- ___ _:I:'*/ ヽ′一 l t
- Ref(〟)












スペクトル関数 A(k,W)をW<FLで積分した運動量分布関数 nk (≡I_p∞duA(k,W))は､準


























































































???? ? ? ?






















































































T l T T f ●′一dt
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
3d電子数
(b)



















































Cal_㌔ - I-0VO3 -I-一0.4一一一一一一0.8
….…‥1.0
U
下部-バードノヾンド .〟 / 二 二 .
./メ-" 準粒,十..､バン′●ー●■ ●一●ーこニ-LYー l レ / 上部-バードバンド























- 17 8 -
｢第44回 物性若手夏の学校｣(1999年度)
? ?? ?????
- 1 〝…0 1 2 3
エ ネル ギ ー W(eV)





ノ/ r l/i / , 二/て
ンr J/ , r /
一 一ノーヽ′′ ヽヽ′ ヽ ′′ ヽ /ヽ ′ ＼ ､＼′- ′＼ヽ ヽ′ ′ I
y＼/r








































































































































;.' +＼ 0,0) (





















































-. ＼ ㌔ } r･-
CeRu2
･ ､141㌔ ㌔ ㌦ -
〆 ･'-



















































となり､普通の金属で見られるフェルミ端が消失する (図 19参照 【381)｡ここで､αは運動量分
布関数nkのフェルミ点 (k-kF)での異常 (nk∝-Sgn(k-kF)lk-kFP十定数)をあらわす









図 19:擬一次元有機金属 (TMTSF)2PF6の光電子スペクトル [381｡挿入図はフェルミ準位近傍の
拡大図
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